
第 7章 「地域の宝物」の保存・活用の推進体制 

第 1節 計画推進にあたっての課題 

今後本計画の運営にあたって、文化財保護のみならず商工観光等の他分野や地域団体とも連携が必要

であるが、現在組織間を横断的に調整する仕組みがない状態である。文化財保護という専門性や特殊な

見識が求められる行政分野を維持するためにも、人材の確保を含めた組織の検討が必要である。 

また、災害などの緊急時に適切な対応が行えるよう、香川県教育委員会やその他関係機関との連携をと

る必要がある。 

第２節 計画推進の関係団体 

ア 小豆島町役場 行政 

教育委員会事務局 生涯学習課（社会教育係） 

・ 文化財保護（地域の歴史文化、町有資料管理及び資料室展示を含む） 

・ 職員 1名（学芸員資格取得者 1名（正規 1名）） 

商工観光課 

・ （観 光 係）観光行政の企画及び調整、観光事業の振興、日本遺産の推進 

・ （産業支援室）商工業の振興、地場産業の振興 

企画財政課 

・ 町行政施策の総合的な企画及び調整 

オリーブ課 

・ オリーブを活用した地域振興 

農林水産課 

・ 農林水産業の振興、中山地区棚田の保全 

教育委員会事務局 生涯学習課（社会教育係／社会体育係） 

・ 生涯学習、公民館、スポーツ推進、文化振興 

建設課 

・ 都市計画 

総務課 

・ 防災 

教育委員会事務局 子ども教育課／町立小学校及び中学校 

・ ふるさと学習 

イ 小豆島町文化財保存活用地域計画推進協議会 行政／住民／所有者／専門家 

・ 地域計画にかかる協議、情報共有、連絡調整、その他計画の推進にあたり必要な事項 

・ 地域計画の進捗状況、評価、見直し等 
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ウ 小豆島町文化財保護審議会 行政／専門家 

・ 町内の文化財の保護及び活用、文化財に関する調査研究に関する審議 

・ 構成員（令和 4年 8月現在） 

武部 廣文（香川県文化財指導員）【民俗】 

桑名  清（香川県文化財指導員）【記念物】 

矢形 義明（小豆島自然観察会）【記念物】 

松尾 志郎（小豆島ボランティアガイドクラブ会長）【民俗】 

岸本 壽雄（元大学教員）【記念物】 

エ 町内の関係団体（所有者・保存団体を除く） 

（文化財の保存・活用の推進） 

・ せとうち備讃諸島日本遺産推進協議会行政 

・ 小豆島のしし垣を考える会 住民 

・ 小豆島民俗の会  住民 

・ 小豆島自然観察会  住民 

・ 小豆島狛犬探究会   住民 

・ 香川県文化財保護協会小豆支部 住民 

・ 小豆島霊場会   住民／所有者 

・ 小豆島町中山棚田協議会  住民／所有者 

（商工観光） 

・ 小豆島町商工会  住民／所有者 

・ 小豆島醤油協同組合  住民／所有者 

・ 小豆島調理食品協同組合 住民／所有者 

・ 小豆島素麺協同組合  住民／所有者 

・ 小豆島町観光協議会  行政／住民 

・ 小豆島観光協会   行政／住民 

・ 小豆島観光ボランティアガイドクラブ 

    行政／住民 

（農林水産） 

・ 香川県農業協同組合  住民 

・ 小豆島町漁業振興協議会 行政 

・ 池田漁業協同組合  住民 

・ 内海町漁業協同組合  住民 

・ NPO法人小豆島オリーブ協会住民／所有者 

（地域振興） 

・ 小豆島町自治会連絡協議会 行政／住民 

・ 自治会などの各地縁団体 住民 

・ あきゃきゃクラブ（福田地区）住民 

・ ひしお会（馬木地区） 住民 

・ Show'ｓ若者会議  住民 

・ 1964会 ほか  住民 

・ んごんごクラブ（坂手地区） 住民 

・ 三都をよくする会（三都地区）住民 

（防犯・防災） 

・ 小豆警察署   行政 

・ 小豆地区消防本部及び町消防団 住民 

・ 各地区の自主防災組織 住民 

オ 香川県や域外機関との連携 行政 

①香川県 ･･･ 文化財保護行政、資料保存等に関し、専門的見地から指導助言、協力等を仰ぐ。 

教育委員会事務局 生涯学習文化財課／埋蔵文化財センター 

・ 文化財の保存及び活用、埋蔵文化財の調査及び研究 

・ 文化財保護指導員に関すること 
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政策部 文化芸術局 文化振興課／香川県立ミュージアム／瀬戸内歴史民俗資料館 

・ 文化の振興及び普及に関すること 

・ 歴史、芸術及び民俗に関する資料を収集し、保管し、展示すること 

環境森林部 みどり保全課 

・ みどりの保全に関すること 

②大学等の研究機関 ･･･ 域内の文化財調査や保全等に関し、学術的見地から助言指導、協力等を仰ぐ。 

香川大学（「包括的連携・協力に関する協定」） 専門家

・ 教育及び研究の推進に関すること 

・ 産業の振興及び観光施策の推進に関すること

・ 文化及びスポーツの振興に関すること 

・ 住民の交流促進及び人材育成に関すること 

・ 健康及び医療の充実に関すること 

・ その他前条の目的に資すること 

徳島文理大学（「土庄町及び小豆島町と徳島文理大学との連携に関する協定」） 専門家

・ 学術研究情報の交流に関する事業 

・ 共同調査・研究及び受託研究に関する事業 

・ 調査・研究成果の公開活用に関する事業 

・ 学生の教育・研究等に関する事業 

・ 地域振興に関する事業 

・ その他、前条の目的を達成するために必要

な事業 

③その他の関係団体 専門家 

域内の文化財調査や保全等に関し、内容や類型に応じて専門的見地から助言指導、協力等を仰ぐ。 

（有形文化財（建造物）） 

・ （一社）香川県建築士会 

・ （一社）日本建築学会四国支部香川支所 

・ 香川歴史的建造物保存活用会議 

（無形文化財） 

・ （公財）日本工芸会四国支部 

（民俗文化財） 

・ 香川県民俗芸能連絡協議会 ・ 香川民俗学会 

（記念物） 

・ 土木学会四国支部 

・ （一社）日本樹木医会香川県支部 

・ NPO法人 香川のみどりを育む会 

・ NPO法人 みんなでつくる自然史博物館・香川

（全般） 

・ 香川歴史学会 ・ 香川県文化財保護協会 
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第 3節 主体ごとの役割について 

本計画の実施にあたっての、主体ごとの役割を定める。 

① 行政 

・ 生涯学習課（文化財保護）が主となり、それぞれへの働きかけ、調整、支援を行い、体制や仕組み

づくりに努める。 

・ 関係各課は、生涯学習課と連携を取りながら、それぞれの分野において「地域の宝物」を活用し、

町の魅力増進に取り組む。 

② 住民・地域団体 

・ 地域の担い手として、行政とともに「地域の宝物」の保存活用に積極的に取り組む。 

③ 所有者 

・ 「地域の宝物」を持つ所有者であることを自覚し、適切に保存管理を行い、必要に応じて行政へと

相談を行う。 

④ 専門家 

・ 「地域の宝物」の価値を明らかにするため、行政や所有者と連携を取る。 

・ 行政、住民・地域団体等のもつ「地域の宝物」の価値が顕在化できるよう、技術的支援を行い魅力

の発見と理解促進を行う。 

図 7-1 「地域の宝物」を保存・活用する体制図 
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